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はじめに 

Meloidogyne enterolobii は、1983 年に中国海南島でマメ科植物の一種エンテロロビウム・コントルティシリキュ

ウムの根から発見され、その後、世界各国で確認されている。本種は数多くの植物に寄生することが確認されて

おり、ヨーロッパ地中海地域植物防疫機関（EPPO）においても検疫の重要害虫として指定されている。このため、

我が国においても本種に対するリスク評価を実施し、現行のリスク管理措置の有効性について評価するためにリ

スクアナリシスを実施し 

た（平成 28 年 3 月）。それに基づき植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表 1 の 2 において、発生国に対し、寄

主植物となる生植物であって栽培の用に供しうるものについて、当該植物の生育期に栽培地検査を行うとともに

当該植物の地下部及び培養資材について、本種がいないことを確認し、検査証明書に追記することを求めている。

今般、本検疫有害動植物に関する新たな情報があったことから、改めて本種に対するリスク評価を実施し、現行

のリスク管理措置の有効性について評価するため、リスクアナリシスを実施した。 
 
リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害動物） 

１ 学名及び分類 

（１）学名(EPPO, 2014a) 
Meloidogyne enterolobii Yang & Eisenback, 1983 

 
（２）英名、和名等(EPPO, 2014a) 

Root-knot nematode 
 

（３）分類(CABI, 2014) 
種類：線虫 
目：Nematoda 
科：Meloidogynidae 
属：Meloidogyne 

 

（４）シノニム(EPPO, 2014a; Xu et al., 2004) 
Meloidogyne mayaguensis Rammah & Hirschmann, 1988 

 

２ 地理的分布 

（１）国又は地域（詳細は別紙 1 を参照。下線部は令和２年３月２５日改訂時に追加。） 

アジア：インド、スリランカ、タイ、中華人民共和国（香港を除く。）、台湾、ベトナム 

欧州：スイス、ポルトガル 

アフリカ：コートジボワール、セネガル、ブルキナファソ、マラウイ、南アフリカ共和国、ケニア、ナイジェリア、ニジェ

ール 

北米：アメリカ合衆国（ハワイ諸島を含まない。） 

中南米：グアテマラ、コスタリカ、ブラジル、ベネズエラ、メキシコ、キューバ、トリニダード・トバゴ、プエルトリコ、マ

ルティニーク 

 

（２）生物地理区 

東洋区、エチオピア区、新熱帯区、新北区及び旧北区の 5 区に分布する。 

 

３ 寄主植物及び国内分布   

（１）寄主植物（詳細は別紙 2 を参照。下線部は令和２年３月２５日改訂時に追加。） 

アオイ科：ケブカワタ（Gossypium hirsutum） 
アカネ科：アラビアコーヒー（Coffea arabica）、クチナシ(Gardenia jasminoides) 
ウリ科：スイカ（Citrullus lanatus (＝. C. vulgaris)）、キュウリ（Cucumis sativus）、ペポカボチャ（Cucurbita 

pepo） 
キク科：コセンダングサ（Bidens pilosa）、ダンドボロギク（Erechtites hieraciifolius） 
キリ科：パウロウニア・エロンガタ（Paulownia elongate） 
キントラノオ科：アセロラ（Malpighia emarginata、M. glabra)）、ビルソニマ・キドニーフォリア（Byrsonima 

cydoniifolia） 
クズウコン科：クズウコン（Maranta arundinacea） 
クマツヅラ科：クレロデンドルム・ウガンデンセ（Clerodendrum ugandense） 
クロウメモドキ科：ナツメ（Ziziphus jujuba、Z. jujuba var. inermis） 
クワ科：クワクサ（Fatoua villosa）、クロミグワ（Morus nigra）、トウグワ(M. alba)、モルス・セルティディフォリア
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(M.celtidifolia) 、パラミツ（Artocarpus heterophyllus） 
ゴマノハグサ科：アンゲロニア・アングスティフォリア（Angelonia angustifolia） 
サボテン科：ヒロセレウス属（Hylocereus）、ステノケレウス・クエタロエンシス（Stenocereus queretaroensis）、

ケレウス・ヒルドマンニアヌス(Cereus hildmannianus) 
ショウガ科：ショウガ（Zingiber officinale） 
シソ科：セイヨウキランソウ（Ajuga reptans）、ニシキジソ（Plectranthus scutellarioides （＝ Solenostemon 

scutellarioides）） 
セリ科：ニンジン（Daucus carota） 
トウダイグサ科 ：キャ ッサバ（ Manihot esculenta）、ショウジ ョウソウ（ Euphorbia cyathophora  (＝  E. 

heterophylla, Poinsettia cyathophora)）、ユーフォルビア・プニケア（Euphorbia punicea） 
ナス科：トウガラシ（Capsicum annuum）、トマト（Lycopersicon esculentum （＝Solanum lycopersicum））、

タバコ（Nicotiana tabacum）、ソランドラ・マクシマ（Solandra maxima）、テリミノイヌホオズキ（Solanum 
americanum）、ナス（S. melongena）、タマサンゴ（S. pseudocapsicum）、ナンゴクイヌホオズキ（S. 
scabrum）、シマホオズキ(Physalis peruviana) 

ノウゼンカズラ科：ヒメノウゼンカズラ（Tecomaria capensis） 
ノボタン科：ティボウキナ・エレガンス（Tibouchina elegans） 
バショウ科：ミバショウ（Musa acuminata （＝ M. nana ）） 
ハマミズナ科: ランプランツス属植物(Lampranthus) 
パンヤ科：バオバブ（Adansonia digitata） 
ヒルガオ科：サツマイモ（Ipomoea batatas） 
フトモモ科：ハナマキ（Callistemon citrinus）、カリステモン・ウィミナリス（Callistemon viminalis (＝  C. 

lanceolatus)）、バンジロウ（Psidium guajava） 
マメ科：エンテロロビウム・コントルティシリクウム（Enterolobium contortisiliquum）、ダイズ（Glycine max） 
ヤシ科：ジョオウヤシ（Syagrus romanzoffanum (＝. Arecastrum romanzoffianum）) 
ヤマノイモ科：シロギニアヤム（Dioscorea rotundata） 
ヤマモモ科：シロコヤマモモ（Myrica cerifera） 
ラン科：オエケクラデス・マクラタ（Oeceoclades maculata） 
 

（２）我が国における寄主・宿主植物の分布・栽培状況  

日本にはキュウリ、スイカ、トマト、ナスなどの寄主植物が 47 都道府県で栽培されている。 

 

４ 寄生部位及びその症状(EPPO, 2014a； CABI, 2015； Wang et al., 2014) 
本種は内部寄生性線虫である。卵は根の表面近くにゼリー状の袋に包まれて産下され、土壌中で孵化した第 2 期

幼虫は、寄主植物の根に向かい土壌中を移動する。口針や根の外傷を利用し、根の先端に近い表皮細胞から侵入

し、維管束近辺まで表皮細胞内を移動する。第 2 期幼虫が定着し、食害することにより、根の細胞は巨大細胞と呼ば

れる多核体細胞に分化する。同時に、周辺の組織にこぶが形成され、植物は養水分の吸収が阻害される。本種の寄

生は植物の成長や収量、環境ストレスへの耐性に影響を及ぼす。代表的な症状は、成長阻害、萎れや葉の黄化であ

る。 
バンジロウでは、葉の黄化や落葉症状が出て、３年以内に壊死することもある。また、ニンジンでは、矮化や黄化、

主根や繊維状の根に円形の不規則なこぶを作る 
 

５ 移動分散方法 
（１）自然分散 

土壌伝搬する。土壌中における線虫自身の移動は数十 cm 程度に限られる(EPPO, 2014a)が、年間で数 m との

報告もある（EPPO, 2011）。 
 

（２）人為分散(EPPO, 2014a) 
主要な分散方法は、汚染された園芸資材や土、寄主となる根付き植物や、車両、機械、植物に付着した土壌、灌

水である。 

 

６ 有害動物の大きさ及び生態 

（１）有害動物の大きさ(EPPO, 2014a) 
第２期幼虫は細長く、環状で両方の先端はさらに細くなっている。体長は 250～700 ㎛、幅は 12～18 ㎛、尾の長

さは 15～100 ㎛で透明状の尾部が 5～30 ㎛である。 
雌は洋梨型の球状、真珠のような白色で、移動しない。体長は 400～1,300 ㎛で、幅 300～700 ㎛である。 
雄は細長く、体長 700～2,000 ㎛、幅 25～45 ㎛である。 
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（２）繁殖様式(EPPO, 2014a) 
雌成虫は 400～600 個の卵を産む。なお、本種の単為生殖に関する情報はないが、他の Meloidogyne 属はほぼ

単為生殖である。 
 
（３）年間世代数 

1 世代の期間は好適環境下で 4～5 週間。幼虫は成虫になるまで、3 回脱皮を繰り返す(EPPO, 2014a)。 
20℃の環境の場合、1 世代 6 週間となる(Karssen & Moens, 2006)。 

 

（４）植物残渣中での生存 

情報なし。 

 

（５）休眠性 

情報なし。 

 

７ 媒介性又は被媒介性に関する情報 

情報なし。 

 

８ 被害の程度 

バンジロウ、トマト、スイカ、エンテロロビウム・コントルティシリクウムで深刻な被害が報告されている。他のネコブ

センチュウと比較して、本種はネコブセンチュウに耐性を持ついくつかの植物に対しても有害である(EPPO, 2014a)。
トマトでは約 65％減収するとの報告もある（Cetintas et al., 2007）。 

 

９ 防除に関する情報(EPPO, 2014a) 
寄主でない植物の栽培又は休耕を実施することが、密度の低減に最も効果的である。一般的に侵入したネコブセ

ンチュウの防除、根絶は困難である。 
 
１０ 同定、診断及び検出 

正確な同定には顕微鏡下で 800～1,000 倍での観察が必要になる。他の Meloidogyne 属と形態が似ているた

め、種の同定は通常、複数の形態の特徴や、生化学、分子生物学的方法に基づき行われる。雄と雌が両方いれば

同定の参考となる。雌成虫は洋梨形で、ほぼ寄主組織の中に入った状態で発見される。卵は雌により、根の表面近く

にゼリー状の袋に入った状態で産み付けられる。雄成虫は細長く、根圏のあらゆる場所で発見されるか、雌成虫の体

が露出している箇所の近くで発見される(EPPO, 2014a)。 
土壌中等に存在する本種は、従来の方法（ベルマン法等）で検出することが可能である（CABI, 2018）。 

 
１１ 我が国における現行の植物検疫措置 

我が国は、現在、本種を植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表 1 の 2 に規定しており、本種が発生している国

又は地域からの該当する寄主植物の生植物の地下部であって栽培の用に供し得るものについては、本種の発生が

知られていないほ場で栽培され、当該植物の生育期に栽培地検査を行うとともに、当該植物の地下部及び培養資材

について試料を採取し、検定を行って本種がいないことを確認し、その旨を検査証明書に追記することを要求してい

る。 
  
１２ 諸外国での検疫措置要件(EPPO, 2017) 

EPPO では、A2 検疫対象有害動植物に指定されている。 
 
  



4 

リスクアナリシスの結果 

第１ 開始（ステージ１） 

１ 開始 
Meloidogyne enterolobii に対する検疫措置を見直すためにリスクアナリシスを実施した。 

 
２ 対象となる有害動植物 

Meloidogyne enterolobii 
 

３ 対象となる経路 
リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２ 地理的分布」に示す「国又は地域」からの「３ 寄主植物及

び国内分布」に示す「寄主植物」であって、「４ 寄生部位及びその症状」に示す「寄生部位」である「根」を含む植物。 
 

４ 対象となる地域 
日本全域 

 
５ 開始の結論 

本種を開始点とし、本種の発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害虫リスクアナリシ

スを開始する。 
 
 
第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 

１ 農業生産等への影響の評価 

評価項目 評価における判断の根拠等 得点 

（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

（ア）潜在的検疫有害動植物の生

存の可能性 
土壌伝染性の線虫であり不良環境下での生存の

可能性がある。 
 

（イ）リスクアナリシスを実施する地

域における中間宿主の利用可

能性 
有害動物では評価しない。 － 

（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁

殖戦略  
Meloidogyne 属は一般に単為生殖を行う。 ５点 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

（ア）寄主又は宿主植物の利用可

能性及び環境の好適性 
キュウリ、トマト、スイカ、ナスは全国で栽培されてい

る。 
５点 

（イ）潜在的検疫有害動植物の寄

主又は宿主範囲の広さ 
ナス科、ウリ科、マメ科等、計 28 科に寄生する。  

（ウ）潜在的検疫有害動植物のリス

クアナリシスを実施する地域に

おける環境の好適さ 
評価しない。  

（エ）有害動植物の侵入歴 
東洋区、エチオピア区、新熱帯区、新北区及び

旧北区の５区に分布する。 
５点 

ウ 定着の可能性の評価結果  ５点 
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（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 

（ア）移動距離 土壌伝搬のみが知られている。 １点 

（イ）年間世代数 
1 世代は好適環境下で 4～5 週間であることから、1
年に複数世代を形成する。 

５点 

イ 人為分散  

（ア）農作物を介した分散 
寄主植物であるキュウリ、トマト、スイカ、ナスは全

国で栽培されている。 
５点 

（イ）非農作物を介した分散 
土壌中に生息し、人及び輸送機器に付着して移動

することが知られている。 
５点 

ウ まん延の可能性の評価結果  ４点 

（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 

（ア）影響を受ける農作物又は森林

資源 

トマト、キュウリ、ナス、ダイズ、スイカ、トウガラシ、洋

ラン、カボチャ、ショウガの農産物産出額：約 6,833
億円。 

４点 

（イ）生産への影響 トマトで減収が報告されている。 ３点 

（ウ）防除の困難さ 
寄主でない植物の栽培又は休耕を実施することが、

密度の低減に最も効果的である。一般的に侵入した

ネコブセンチュウの防除、根絶は困難である。 
 

（エ）直接的影響の評価結果  ３点 

イ 間接的影響 

（ア）農作物の政策上の重要性 

ダイズ、カボチャは「農業保険法」及び「同法施行令」

で定める果樹・農作物に該当する。また、キュウリ、ト

マト、ナス、ピーマンは「野菜生産出荷安定法施行

令」に掲げる指定野菜。 

１点 

（イ）輸出への影響 該当なし。 －点 

ウ 経済的重要性の評価結果  ４点 

評価における不確実性 

特になし。 

農業生産等への影響評価の結論 
（病害虫固有のリスク） 

高い ８０点 
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２ 入り込みの可能性の評価 

（１）寄生部位 
幼虫、成虫：根に寄生する。 
卵：根の表面近くの土壌に産卵される。 

（２）我が国に侵入する可能

性のある経路 

幼虫、成虫共に根に寄生することから植物の地下部が経路となる。よって、

侵入の可能性のある経路は「栽植用植物」、「栽植用球根類」及び「消費用

生植物」である。 

経路・用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 根（卵、幼虫、成虫） ○ 

イ 栽植用球根類 
栄養繁殖体：塊茎、塊

根（卵、幼虫、成虫） 
〇 

ウ 消費用生植物 
根、塊茎、塊根（卵、幼

虫、成虫） 
○ 

（３）寄主植物の輸入データ 別紙 3 を参照。 

 

（４）侵入する可能性のある経路ごとの評価 

ア 栽植用植物及び イ栽植用球根類 

評価項目 評価における判断の根拠等 得点 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処

理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で潜在的検疫有害動植物の生存率に影

響を与える加工処理等は実施していない。 
５点 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見

えにくさ 
線虫のため。 ５点 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動によ

る分散の可能性 

栽培のため、寄主植物が存在する地域へ直接

運ばれる。 
５点 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 
栽植用植物及び栽植の用に供し得る植物のた

め。 
５点 

評価における不確実性 

特になし。 

栽植用植物の入り込みの可能性の評価

の結論 
高い ５点 
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イ 消費用生植物 

評価項目 評価における判断の根拠等 得点 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処

理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で潜在的検疫有害動植物の生存率に影

響を与える加工処理等は実施していない。 
５点 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見

えにくさ 
線虫のため。 ５点 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動によ

る分散の可能性 
寄主植物の栽培地、分布地に基づく人口比：１。 ４点 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 線虫のため。 １点 

評価における不確実性 

特になし。 

消費用生植物の入り込みの可能性の評

価の結論 
中程度 ３．８点 

 

３ Meloidogyne enterolobii の病害虫リスク評価の結論 

農業生産等への影響評価の 

結論（病害虫固有のリスク） 

入り込みのリスク 
病害虫リスク評価の結論 

用途 
入り込みの可能性 

の評価の結論 

高い 

ア 栽植用植物 高い 高い 

イ 栽植用球根類 高い 高い 

ウ 消費用生植物 中程度 
中程度（農業生産等への影

響が高い） 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 

リスク評価の結果､Meloidogyne enterolobii はリスク管理措置が必要な検疫有害動物であると判断されたことか

ら、ステージ３において、発生国からの寄主植物の輸入に伴う本種の入り込みのリスクを低減するための適切な管理

措置について検討する。 
 
１ Meloidogyne enterolobii のリスク管理措置の選択肢の有効性及び実行可能性の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 

有効性及び実行可能性の難易 

実施時期 有効性 
実行上

の難易 

①病害虫無

発 生 の 地

域 、 生 産 地

又は生産用

地の設定及

び維持 
 

国際基準 No.4 又

は No.10 の規定に

従って設定及び維

持する。 
 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国の国家植

物防疫機関が設定、管理、維持す

る病害虫無発生の地域、生産地又

は生産用地であれば、リスクを十分

に低減することができるため、有効

である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切に管理される

ことが条件であるが、実行可能と考

えられる。 
 

 
輸出国 
輸出前 

 
○ 

 
○ 

② シ ス テ ム

ズ ア プ ロ ー

チ 

複数の管理措置の

組合せ 
 

なお、輸出国から

右記以外の管理措

置の組み合わせか

らなるシステムズ

アプローチについ

て提案があった場

合は、その有効性

及び実行可能性に

ついて検討する必

要がある。 

システムズアプローチの一例としては、

現行「輸出国における検疫措置を必要

とする植物に係る輸入検疫実施要領」

（農林水産省, 1998）に基づき実施して

いる、「本種の発生が知られていない

ほ場で輸出対象の寄主植物の栽培」、

選択肢③、④及び⑤の組合せが考え

られる。なお、その有効性及び実行可

能性については、以下のとおりである。 

 

〔有効性〕 

 選択肢③、④及び⑤は単独では本

種の検出を見逃す可能性がある

が、「本種の発生が知られていない

ほ場で輸出対象の寄主植物の栽

培」と組み合わせることにより、リス

クを十分に低減することができると

考える。 

 

〔実行可能性〕 

 輸出国において適切な検査が行わ

れることが条件であるが、実行可能

と考えられる。 

 

 
輸出国 
栽培中 
輸出時 

 
○ 

 
○ 



9 

③栽培地検

査 
栽培期間中に生育

場所において地上

部の症状の検査を

実施する。 

〔有効性〕 
 本種が寄生した植物の根にはこぶ

が形成され、本種が大量に寄生した

植物の地上部は、萎縮、黄化症状

を呈す。 
 しかし、寄生虫数が少ない場合は、

地上部の観察だけでは寄生の有無

を判別できないため、効果は限定的

である。 
 

〔実行可能性〕 
 輸出国において適切な検査が行わ

れることが条件であるが、実行可能

と考えられる。 
 

 
輸出国 
栽培中 

 
▽ 

 
○ 

④培養資材

（ 土 壌 を 含

む。）の検診 

栽培期間中に生育

場 所 に お い て 土

壌、培養資材等か

ら本種を検出する

ため、ベルマン法

等を実施する。 

〔有効性〕 
 本種は、ベルマン法等により植物体

の根周りの土壌、培養資材等から検

出が可能である。 
 しかし、線虫密度が低い場合は、検

出できない可能性があるため、効果

は限定的である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切な検定が行わ

れることが条件であるが、実行可能と

考えられる。 
 

 
輸出国 
栽培中 

 
▽ 

 
○ 

⑤精密検定 植物体の根及び培

養資材から本種を

検出するため、ベ

ルマン法等を実施

する。 

〔有効性〕 
 本種は、ベルマン法等により植物体

の根及び根周りの培養資材から検出

が可能である。 
 しかし、寄生虫数が少ない場合は、

見逃す可能性があるため、効果は限

定的である。 
 
〔実行可能性〕 
 検定施設を有すること、検定時に時

間を要することが解消できれば実行

可能と考えられる。 

 
輸出国 
輸出時 

 
輸入国 
輸入時 

 
▽ 
 
 

▽ 

 
○ 
 
 

○ 

⑥荷口への

当該有害動

植物の付着

がないことを

検査証明書

に追記 

輸出国での検査の

結果、当該有害動

植物の付着がない

ことを確認し、その

旨を検査証明書に

追記する。 
 
 

〔有効性〕 
 根にこぶを形成している場合は、識

別できると判断される。 
 しかし、初期症状は微小であり見逃

す可能性があるため、効果は限定的

である。 
 

〔実行可能性〕 
 輸出国において適切な輸出検査が

行われることが条件であるが、実行

可能と考えられる。 

 
輸出国 
輸出時 

 

 
▽ 
 

 
○ 
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⑦輸出入検

査 （ 目 視 検

査） 

植物体の標徴を観

察する。 
〔有効性〕 
 根にこぶを形成している場合は、識

別できると判断される。 
 しかし、初期症状は微小であり見逃

す可能性があるため、効果は限定的

である。 
 
〔実行可能性〕 
 通常実施されている輸出入検査で

あり、十分実行可能である。 

 
輸出国 
輸出時 

 
輸入国 
輸入時 

 

 
▽ 
 
 

▽ 

 
○ 
 
 

○ 

有効性       ○：効果が高い 
▽：限定条件下で効果がある 
×：効果なし 
―：検討しない 

実行可能性   ○：実行可能 
▽：限定条件下で実行可能 
☓：実行困難 
―：検討しない 

 
２ 経路ごとの Meloidogyne enterolobii に対するリスク管理措置の有効性及び実行可能性一覧  

経路ごとのリスク管理措置について検討した結果を下記のようにとりまとめた。 
 

選択肢 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  経路等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

病
害
虫
無
発
生
の
地
域
、
生
産
地
又
は
生

産
用
地
の
設
定
及
び
維
持 

シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
（
一
例
と
し
て
、

「
本
種
の
発
生
が
知
ら
れ
て
い
な
い
ほ
場
で

輸
出
対
象
の
寄
主
植
物
の
栽
培
」
、
選
択

肢
③
、
④
及
び
⑤
の
組
合
せ） 

栽
培
地
検
査 

培
養
資
材
（ 

土
壌
を
含
む
。
）
の
検
診 

精
密
検
定 

綿
密
検
査
及
び
検
査
証
明
書
へ
の
追
記 

輸
出
入
検
査（ 

目
視
検
査
） 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
入
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
入
国 

栽植用植物（苗、地下部） 
栽植用球根類 
消費用生植物（地下部） 

有効性 ○ ○ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ 

実行可能性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

有効性       ○：効果が高い 
▽：限定条件下で効果がある 
×：効果なし 
―：検討しない 

実行可能性   ○：実行可能 
▽：限定条件下で実行可能 
☓：実行困難 
―：検討しない 
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３ 経路ごとの Meloidogyne enterolobii に対するリスク管理措置の選択肢の特定  
（１）栽植用植物（苗、地下部）及び栽植用球根類 

ア リスク管理措置選択肢 
（ア）国際基準に従った病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①） 
（イ）システムズアプローチ（一例として、「本種の発生が知られていないほ場で輸出対象の寄主植物の栽培」、選択

肢③、④及び⑤の組合せ）（選択肢②） 
（ウ）栽培地検査（選択肢③） 
（エ）培養資材（土壌を含む。）の検診（選択肢④） 
（オ）精密検定（選択肢⑤） 
イ 検討結果 

国際基準に基づき、輸出国の国家植物防疫機関による病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定

及び維持（選択肢①）を要求することは、十分なリスク低減効果があり実行可能と考えられる。 
一方、本種が寄生した植物の地上部は、萎ちょう、黄化などの症状を呈し、根にはこぶが形成されること

から、目視検査で識別されると判断される。しかし、初期症状は微小であり、見逃す可能性があることから、

目視検査が主体の管理措置（選択肢⑥⑦）では十分にリスクを低減できない。また、栽培期間中に生育場所

において地上部の症状を観察する栽培地検査（選択肢③）、栽培期間中の培養資材（土壌を含む。）の検診（選

択肢④）及び精密検定（選択肢⑤）の管理措置は、単独では本種の検出を見逃す可能性があるため、リスク

低減効果が十分ではないと考えられる。 

しかし、「本種の発生が知られていないほ場で輸出対象の寄主植物の栽培」にこれらの管理措置（栽培期

間中に生育場所において地上部の症状を観察する栽培地検査、栽培期間中の培養資材（土壌を含む。）の検

診及び輸出時の精密検定）を組み合わせたシステムズアプローチ（選択肢②）の実施は、十分なリスク低減

効果があり実行可能と考えられる。なお、輸出国から上記以外の管理措置の組み合わせからなるシステムズ

アプローチについて提案があった場合は、その有効性及び実行可能性について検討する必要がある。 

このため、本経路の管理措置については、病害虫無発生の地域、生産地若しくは生産用地の設定及び維持

（選択肢①）又はシステムズアプローチ（本種の発生が知られていないほ場で輸出対象の寄主植物の栽培、

栽培期間中に生育場所において地上部の症状を観察する栽培地検査、栽培期間中の培養資材（土壌を含む。）

の検診及び輸出時の精密検定の組合せ）（選択肢②）の実施が適当であると考える。 
 
（２）消費用生植物（地下部） 

キャッサバ、クズウコン及びサツマイモのように、通常の栽培方法が地下部の栄養繁殖による植物の場合、本来の

用途ではない栽植用に転用され得る不確実性を伴うため、消費用生植物（地下部）であっても、栽植用植物及び栽植

用球根類の管理措置が必要である。ただし、ニンジンのように、地下部に繁殖能力があるものの、通常の栽培方法

が地下部の栄養繁殖によらない植物は、地下部自体が消費目的で輸入された場合、以下の対応が必要である。 

なお、消費用生植物の地上部に繁殖能力がある地下部が含まれている場合（根付きの切葉、葉菜類等）は、栽植

用植物及び栽植用球根類の管理措置が必要である。 

ア リスク管理措置選択肢 
（ア）輸出入検査（目視検査）（選択肢⑦） 
イ 検討結果 

通常輸入される消費用生植物は、短期間のうちに消費され、また、消費用として輸入された本種の寄主植物の

地下部を利用し栽培する可能性はかなり低いことから、直接栽培地へ持ち込まれる可能性は低い。このため、輸

入時の根部に土壌の付着やこぶ等の症状がなければ感染源となる可能性は無視できると考えられる。 
以上のことから、本経路による入り込みの可能性を適切な保護水準まで低減可能な管理措置としては、輸出入

検査（目視検査）（選択肢⑦）で問題はないと考える。 
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４ Meloidogyne enterolobii のリスク管理措置の結論 
経路ごとにリスク管理措置の選択肢を検討した結果、本種の入り込みを低減させる効果があり、かつ必要以上に

貿易制限的ではないと判断した各経路の管理措置を以下に取りまとめた。 

経路 対象植物 リスク管理措置 

栽植用植物（苗、地下

部） 
栽植用球根類 

アセロラ、アラビアコーヒー、アンゲロニア・アング

スティフォリア、エンテロロビウム・コントルティシリ

クウム、オエケクラデス・マクラタ、カリステモン・ウ

ィミナリス、キャッサバ、キュウリ、クズウコン、クチ

ナシ、クレロデンドルム・ウガンデンセ、クロミグワ、

クワクサ、ケブカワタ、ケレウス・ヒルドマンニアヌ

ス、コセンダングサ、サツマイモ、シマホオズキ、シ

ョウガ、ショウジョウソウ、ジョオウヤシ、シロギニア

ヤム、シロコヤマモモ、スイカ、ステノケレウス・クエ

レタロエンシス、セイヨウキランソウ、ソランドラ・マ

クシマ、タバコ、タマサンゴ、ダンドボロギク、ティボ

ウキナ・エレガンス、テリミノイヌホオズキ、トウガラ

シ、トウグワ、トマト、ナス、ナツメ、ナンゴクイヌホ

オズキ、ニシキジソ、ニンジン、パウロウニア・エロ

ンガタ、バオバブ、ハナマキ、パラミツ、バンジロ

ウ、ヒメノウゼンカズラ、ビルソニマ・キドニーフォリ

ア、ペポカボチャ、ミバショウ、モルス・セルティディ

フォリア、ユーフォルビア・プニケア、ヒロセレウス

属植物及びランプランツス属植物の地下部 

○ 国際基準に従った病害虫無

発生の地域、生産地又は生

産用地の設定及び維持に係

る具体的措置の実施 

又は、 

○ システムズアプローチ（本種

の発生が知られていないほ場

で輸出対象となる寄主植物の

栽培、栽培地検査（栽培期間

中に生育場所において地上部

の症状を観察）、栽培期間中

の培養資材（土壌を含む。）の

検診（ベルマン法等）及び輸出

時の精密検定（ベルマン法等）

の組合せ）の実施 
 

消費用生植物（地下

部） 
 

○ 輸出入検査（目視検査） 
（ただし、通常の栽培方法が

地下部の栄養繁殖による植

物及び地上部に繁殖能力

がある地下部が含まれてい

る場合は、栽植用植物及び

栽植用球根類の措置が必

要。） 
 

なお、輸出国から、上記に示す管理措置以外の提案があった場合は、その内容を検討し、上記に示す管理措置と

同等のものであるかを判断する必要がある。 
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別紙１ 

Meloidogyne enterolobii の発生地の根拠 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    

インド 発生 
Kumar and Rawat, 2018; Poornima et al., 2016; Suresh et 
al., 2017 

 

スリランカ 発生 関本, 2011  
タイ 発生 Jindapunnapat et al., 2013  

中国  発生 
CABI, 2014； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； 
Yang and Eisenback, 1983 

 

福建省  発生 Wang et al., 2014  
広東省  発生 CABI, 2014； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  
海南省  発生 CABI, 2014； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  
遼寧省  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  

台湾  発生 陳, 2015; 行政院農業委員会, 2017  

ベトナム 発生 
CABI, 2014； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； 
Iwahori et al., 2009；  

 

欧州    

スイス 発生 
CABI, 2014； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO 2014b； 
Kiewnick et al., 2008 

 

ポルトガル 一部発生 
Balestra et al, 2018; EPPO, 2018; Santos, 2018; Santos et 
al, 2019; 

 

アフリカ    
ケニア 発生 Chitambo et al., 2016  

コートジボワール 発生 
Blok et al., 2002； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 
2014b； Fargette, 1987； Fargette et al., 1994；  

 

コンゴ民主共和国 未発生 
CABI, 2014； EPPO, 2014a ※根拠不明のため、未発生とし

た。 
 

セネガル 発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b；Trudgill et al., 
2000 

 

ナイジェリア 発生 Kolombia et al., 2016  
ニジェール 発生 Assoumana et al., 2017  

ブルキナファソ 発生 
Blok et al., 2002； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 
2014b； Fargette et al., 1994； Trudgill et al., 2000 

 

マラウイ 発生 
CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b；Trudgill et al., 
2000 

 

南アフリカ共和国  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； Willers, 1997  
北米     

アメリカ合衆国  発生 CABI, 2015； Cetintas et al., 2008； EPPO, 2014a；EPPO, 
2014b0 

 

Florida 州  発生 
CABI, 2014； CABI, 2015； Cetintas et al., 2008；EPPO, 
2014a； EPPO, 2014b 

 

North Carolina 州  発生 CABI, 2014； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  
中南米     

グアテマラ 発生 CABI, 2015 ；  Carneiro et al., 2000 ；  EPPO, 2014b ；
Hernandes et al., 2004 

 

コスタリカ  発生 CABI, 2014； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  

ブラジル 発生 

Almeida et al., 2008； CABI, 2014； CABI, 2015；Carneiro, 
2003； Carneiro et al., 2006b； Carneiro et al., 2001； 
EPPO, 2014a；  EPPO, 2014b；  Gomes et al., 2008； 
Lima et al., 2003； Lima et al., 2005； Silva et al., 2008； 
Souza et al., 2006； Torres et al., 2004； Torres et al., 
2005 

 

Alagoas 州  発生 CABI, 2014； EPPO, 2014a  
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Bahia 州  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  
Ceara 州  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  
Goias 州  発生 EPPO, 2014a； Siqueira et al.,2009  

Maranhao 州  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； OEPP/EPPO, 2014b  
Mato Grosso 州  発生 CABI, 2014； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  

Minais Gerais 州  発生 CABI, 2014； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  
Parana 州  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； OEPP/EPPO, 2014b  

Pernambuco 州  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； OEPP/EPPO, 2014b  
Piaui 州  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； OEPP/EPPO, 2014b  

Rio de Janeiro 州  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； OEPP/EPPO, 2014b  
Rio Grande do 

Norte 州  
発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； OEPP/EPPO, 2014b  

Rio Grande do 
Sul 州  

発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； OEPP/EPPO, 2014b  

Santa Catarina 州  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a； OEPP/EPPO, 2014b  
Sao Paulo 州  発生 CABI, 2014； CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  
Tocantins 州  発生 CABI, 2015； EPPO, 2014a  

ベネズエラ  発生 
CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； Molinari et 
al., 2005； Perichi et al., 2006 

 

メキシコ 発生 EPPO, 2014a； Ramírez-Suárez et al., 2014  

キューバ 
（西インド諸島） 

発生 
CABI, 2015； Decker and Fuentes, 1989； EPPO, 2014a； 
EPPO, 2014b； Molinari et al., 2005； Rodriguez et al., 
1995b 

 

トリニダード・トバゴ 
（西インド諸島） 

発生 
CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b；Trudgill et al., 
2000 

 

プエルトリコ 
（西インド諸島） 

発生 
Blok et al., 2002；  CABI, 2015；  EPPO, 2014a；EPPO, 
2014b； Rammah and Hirschmann, 1988. 

 

マルティニーク 
（西インド諸島） 

発生 CABI, 2015 ；  Carneiro et al., 2000 ；  EPPO, 2014a ； 
EPPO, 2014b 

 

ポルトガル： ポルトガル NPPO による病害虫ステータスは「Present, few occurrences (2018-06)」と宣言されている

ように（EPPO, 2019）、本線虫が発見されたのは、ポルトガル（コインブラ県）の 1 か所（150 m²）のみ

（Santos 2018; Santos et al., 2019; EPPO, 2019）ではあるが、複数の植物より自然感染が確認されている

（Santos 2018; Santos et al., 2019）ことから、既に当該地には定着していると考える。 

また、Santos(2018)は、ポルトガル国内で更に広がっている可能性も示唆しており、更なる調査の必要

性を示している。防除措置に関しては、ポルトガルは発生地に対する NPPO による規制は実施している

が、特に根絶に向けた活動は実施していない。 
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別紙２ 

Meloidogyne enterolobii の寄主植物の根拠 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Gossypium hirsutum アオイ科 ワタ属 ケブカワタ 
Cotton、 
upland cotton 

CABI, 2014； EPPO, 2014a； Ye et al., 2013  

Coffea arabica アカネ科 コーヒーノキ属 
アラビアコーヒ

ー 
arabica 
coffee 

Decker and Fuentes, 1989； EPPO, 2014a；EPPO, 
2014b； Rodriguez et al., 1995a 

 

Gardenia jasminoides アカネ科 クチナシ属 クチナシ  Lu et al, 2019; EPPO, 2019;  

Citrullus lanatus (syn. 
C. vulgaris) ウリ科 スイカ属 スイカ watermelon 

EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； Ramírez-Suárez et 
al., 2014； Ye et al., 2013 

 

Cucumis sativus ウリ科 キュウリ属 キュウリ cucumber CABI, 2014； CABI, 2015； Kiewnick et al., 2008.  

Cucurbita pepo ウリ科 カボチャ属 ペポカボチャ 
Summer 
Squash 

Carneiro et al., 2006a  

Bidens pilosa キク科 センダングサ属 コセンダングサ  
CABI, 2015； Carneiro et al., 2006a； EPPO, 2014b 
 

 

Erechtites hieraciifolius キク科 タケダグサ属 ダンドボロギク  Carneiro et al., 2006a  

Paulownia elongata キリ科 キリ属 
パウロウニア・

エロンガタ 
elongate 
paulownia 

CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； Kaur 
et al., 2007 

 

Malpighia emarginata 
(including M. glabra) キントラノオ科 

ヒイラギトラノオ

属 
アセロラ acerola 

CABI, 2015； Humphreys et al., 2012; Lugo et al., 
2005 

 

Byrsonima cydoniifolia キントラノオ科 ビルソニマ属 
ビルソニマ・キ

ドニーフォリア 
 Paes et al., 2012  

Maranta arundinacea クズウコン科 クズウコン属 クズウコン arrow root 
CABI, 2014； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； Zhuo 
et al,. 2010 

 

Clerodendrum 
ugandense クマツヅラ科 クサギ属 

クレロデンドル

ム・ウガンデン

セ 

 Brito et al., 2004  

Lantana sp. クマツヅラ科 ランタナ属   Brito et al., 2004  
属内寄主を

継続調査 

Ziziphus jujuba 
(including Ziziphus 
jujuba var. inermis) 

クロウメモドキ科 ナツメ属 ナツメ jujube CABI, 2014； Long et al., 2014  

Fatoua villosa クワ科 クワクサ属 クワクサ 
mulberry 
weed 

Brito et al., 2004  
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Morus alba クワ科 クワ属 トウグワ  Sun et al, 2019;  

Morus celtidifolia 
クワ科 クワ属 

モルス・セルティ

ディフォリア 
 Soares et al, 2018;   

Morus nigra クワ科 クワ属 クロミグワ 
black 
mulberry 

EPPO, 2015； Paes-Takahashi et al.,2015  

Artocarpus 
heterophyllus クワ科 パンノキ属 パラミツ Jack fruit Brito et al.,2015  

Angelonia angustifolia ゴマノハグサ科 アンゲロニア属 

アンゲロニア・ア

ングスティフォリ

ア 

 CABI, 2015； Kaur et al., 2006 
 

 

 

Cereus hildmannianus サボテン科 ケレウス属 
ケレウス・ヒルド

マンニアヌス 
 Santos, 2018; Santos et al, 2019  

Stenocereus 
queretaroensis サボテン科 

ステノケレウス

属 

ステノケレウス・

クエタロエンシ

ス 

 Ramirez-Suarez et al., 2016  

Hylocereus サボテン科 ヒロセレウス属   陳, 2015; 行政院農業委員会, 2017  

Zingiber officinale ショウガ科 ショウガ属 ショウガ ginger Xiao et al., 2018  

Ajuga reptans シソ科 キランソウ属 
セイヨウキラン

ソウ 
carpet bugle Brito et al., 2004  

Plectranthus 
scutellarioides  
（syn. Solenostemon 
scutellarioides） 

シソ科 
ソレノステモン

属 
ニシキジソ coleus Levin, 2005    

Ocimum sp. シソ科 メボウキ属   Brito et al., 2004  
属内寄主を

継続調査 

Daucus carota セリ科 ニンジン属 ニンジン carrot CABI, 2014； Wang et al., 2014  

Manihot esculenta トウダイグサ科 マニホット属 キャッサバ cassava CABI, 2014； Rosa et al., 2014  

Euphorbia cyathophora 
(syn. E. heterophylla, 
Poinsettia cyathophora) 

トウダイグサ科 トウダイグサ属 
ショウジョウソ

ウ 
dwarf 
poinsettia 

Brito et al., 2004  

Euphorbia punicea トウダイグサ科 トウダイグサ属 
ユーフォルビア・

プニケア 
Jamaican 
poinsettia 

CABI, 2014； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； Han 
et al., 2012 

 

Brugmansia sp. ナス科 
キダチチョウセ

ンアサガオ属 
  Brito et al., 2004； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  

属内寄主を

継続調査 

Capsicum annuum ナス科 トウガラシ属 トウガラシ 
sweet 
pepper(chili 

Brito et al., 2004； CABI, 2015； EPPO, 2014a；
EPPO, 2014b 
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peppers, 
Shishito 
pepper, bell 
pepper) 

 

Lycopersicum 
esculentum (syn. 
Solanum lycopersicum 

ナス科 トマト属 トマト 
tomato 
 

Almeida et al,. 2008； Brito et al., 2004； CABI, 
2014；CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； 
Rammah and Hirschmann, 1988 

 

Nicotiana tabacum ナス科 タバコ属 タバコ tobacco 
CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； 
Gomes et al., 2008； Rammah and Hirschmann, 
1988； Yang and Eisenback, 1983 

 

Solandra maxima ナス科 ソランドラ属 
ソランドラ・マク

シマ 
cup of gold 
vine 

Brito et al., 2004  

Solanum americanum ナス科 ナス属 
テリミノイヌホオ

ズキ 
glossy 
nightshade 

Brito et al., 2004  

Solanum melongena ナス科 ナス属 ナス eggplant 
Bitencourt and Silva.2010； Brito et al., 2004； 
CABI, 2015； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b 

 

Solanum 
pseudocapsicum ナス科 ナス属 タマサンゴ 

Jerusalem 
cherry 

Groth et al., 2017  

Solanum scabrum ナス科 ナス属 
ナンゴクイヌホ

オズキ 
 Chitambo et al., 2016  

Physalis peruviana ナス科 ホオズキ属 シマホオズキ  Santos et al, 2018; Santos, et al, 2019  

Tecomaria capensis ノウゼンカズラ科 
ヒメノウゼンカズ

ラ属 

ヒメノウゼンカ

ズラ 
cape 
honeysuckle 

Brito et al., 2004  

Tibouchina sp. ノボタン科 ティボウキナ属   Brito et al., 2004； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b  
属内寄主を

継続調査 

Tibouchina elegans ノボタン科 ティボウキナ属 
ティボウキナ・エ

レガンス 
 Brito et al., 2004  

Adansonia digitata パンヤ科 アダンソニア属 バオバブ 

Baobab, 
dead rat tree, 
monkey 
bread tree 

輸入検疫でタイ産バオバブから発見（Jan. 2017）  

Musa acuminata (syn. 
M.nana ) バショウ科 バショウ属 ミバショウ  Zhou et al.,2015  

Lampranthus ハマミズナ科 
ランプランツス

属 

ランプランツス

属植物 
 Santos, 2018; Santos et al, 2019  

Ipomoea batatas ヒルガオ科 サツマイモ属 サツマイモ sweet potato 
CABI, 2014； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； Gao 
et al., 2014； 
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Callistemon citrinus 
(syn. C. lanceolatus) フトモモ科 カリステモン属 ハナマキ 

crimson 
bottlebrush 

Brito et al., 2004  

Callistemon viminalis フトモモ科 カリステモン属 
カリステモン・ウ

ィミナリス 
 Brito et al., 2004； Levin., 2005  

Psidium guajava フトモモ科 バンジロウ属 バンジロウ guava 
CABI, 2014； CABI, 2015； Carneiro et al., 2011； 
EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； Humphreys et al., 
2012 

 

Enterolobium  
contortisiliquum マメ科 

エンテロロビウ

ム属 

エンテロロビウ

ム・コントルティ

シリクウム 

pacara 
earpod tree 

CABI, 2014； EPPO, 2014a； EPPO, 2014b； Yang 
and Eisenback, 1983 

 

Glycine max マメ科 ダイズ属 ダイズ soybean 
CABI, 2014；  EPPO, 2014；  OEPP/EPPO, 2014； 
Ye et al., 2013  

苗の輸入可

能性を継続

調査 

Syagrus 
romanzoffanum  (syn. 
Arecastrum 
romanzoffianum) 

ヤシ科 ジョオウヤシ属 ジョオウヤシ queen palm Levin, 2005  

Dioscorea rotundata ヤマノイモ科 ヤマノイモ属 シロギニアヤム  Kolombia et al., 2016  

Myrica cerifera ヤマモモ科 ヤマモモ属 シロコヤマモモ wax myrtle Brito et al.,2004  

Oeceoclades maculata ラン科 
オエセオクラデ

ス属 

オエケクラデス・

マクラタ 
 Carneiro et al., 2006a  
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別紙３ 

 
Meloidogyne enterolobii の寄主植物に関連する経路の年間輸入検査量 

（貨物、郵便物及び携帯品） 
 

（１）栽植用植物（苗、地下部） 
単位（数量）：本 
※ 検査件数及び数量には輸入禁止品のデータを含む。 

植物名 生産国 

発

生

国 

2016 2017 2018 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Adansonia 

digitata(ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ 

(地下部)) 

ﾏﾘ ×     1 6 

Adansonia 

digitata(ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ) 

ｲﾀﾘｱ ×   1 6   

ｵﾗﾝﾀﾞ ×     1 1 

ｾﾈｶﾞﾙ ○ 22 1,604 18 1,031 51 3,027 

ﾀｲ ○ 1 2 3 36 2 7 

ﾁｪｺ ×   1 3   

台湾 ○ 1 1 1 3   

Ajuga reptans(ｾ

ｲﾖｳｷﾗﾝｿｳ) ｹﾆｱ ○   5 2,090   

Angelonia 

angustifolia(ｱﾝｹﾞ

ﾛﾆｱ･ｱﾝｸﾞｽﾃｨﾌｫ

ﾘｱ) 

ｺｽﾀﾘｶ ○   4 1,050   

Artocarpus 

integrifolia(ﾊﾟﾗﾐﾂ

(ｼﾞｬｯｸﾌﾙｰﾂ)) 

ｽﾘﾗﾝｶ ○ 1 1     

ﾀｲ ○   1 10   

台湾 ○ 3 15 1 5 2 10 

Callistemon 

viminalis(ｶﾘｽﾃﾓ

ﾝ･ｳｨﾐﾅﾘｽ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 185 1 200   

Capsicum (ﾄｳｶﾞﾗ

ｼ属) 

ｲﾝﾄﾞ ○ 1 2     

ﾊﾝｶﾞﾘｰ ×     2 20 

韓国 × 2 15     

Capsicum 

annuum(ﾄｳｶﾞﾗｼ) 

ﾀｲ ○   1 1 2 23 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○     1 3 

英国 ×   1 3   

韓国 × 2 985 6 1,783 8 26,075 

中国 ○ 1 1 2 22 1 1 

Cereus ( ｾ ﾚ ｳ ｽ

属) 

ｲﾀﾘｱ × 2 81 7 112 5 152 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 5 142 9 551 7 703 

ﾀｲ ○ 2 22 2 2 1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×     2 140 

ﾍﾞﾙｷﾞｰ ×   1 40   

韓国 ×     1 2 

台湾 ○ 2 512 2 835 1 100 

中国 ○ 18 62,984 26 70,405 26 58,980 

米国 ○     1 35 

Citrullus 

lanatus(ｽｲｶ) 
韓国 × 39 244,560 40 246,732 41 218,376 
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Coffea arabica(ｱ

ﾗﾋﾞｱｺｰﾋｰ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 49 44,044 51 53,160 43 58,310 

ﾀｲ ○     1 50 

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ × 1 200 1 200 1 190 

ﾊﾜｲ諸島 ×     4 4 

台湾 ○ 1 85     

中国 ○   2 14,616   

Cucumis 

sativus(ｷｭｳﾘ) 
韓国 × 37 294,360 40 279,267 38 256,322 

Euphorbia (ﾀｶﾄｳ

ﾀﾞｲ属) 

ｲﾀﾘｱ × 29 239 133 3,480 166 5,484 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 2 40 1 1   

ｵﾗﾝﾀﾞ × 71 11,958 80 16,327 43 6,970 

ｶﾅﾘｱ諸島 × 2 35     

ｹﾆｱ ○ 1 900 1 600   

ｽﾍﾟｲﾝ × 10 13 16 72 16 101 

ｽﾘﾗﾝｶ ○ 22 114,576 41 465,918 42 364,902 

ｽﾛﾊﾞｷｱ ×     3 3 

ｽﾛﾍﾞﾆｱ ×     1 1 

ﾀｲ ○ 62 6,469 74 6,755 90 7,926 

ﾁｪｺ × 4 18 121 1,412 77 1,538 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ × 1 12     

ﾄﾞｲﾂ × 125 947 112 1,728 96 1,933 

ﾊﾝｶﾞﾘｰ × 13 20 8 22 2 2 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1 500 2 1,048 7 11,240 

ﾌﾗﾝｽ × 2 2 2 8 2 2 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○   1 3   

ﾍﾞﾙｷﾞｰ × 10 611 15 1,275 14 702 

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ ×   2 504 3 2,520 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ ○   2 18   

ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ × 49 1,662 38 1,645 72 4,262 

ﾒｷｼｺ ○   1 1 2 81 

ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ ×     4 138 

ﾚﾕﾆｵﾝ ×   1 1   

英国 ×   2 6   

韓国 × 5 766 4 38 8 594 

香港 ×   1 1 1 1 

台湾 ○ 30 1,787 18 2,871 19 3,389 

中国 ○ 10 19,260 10 23,592 4 50,910 

南ｱﾌﾘｶ ○ 35 288 55 1,760 54 3,055 

米国 ○ 10 1,212 21 1,532 12 891 

Euphorbia 

punicea(ﾕｰﾌｫﾙ

ﾋﾞｱ･ﾌ ﾟﾆｹｱ 盆

栽) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○     12 69 

Gardenia 

jasminoides( ｺ ﾘﾝ

ｸﾁﾅｼ 盆栽) 

韓国 ×     1 1 

Gardenia 

jasminoides( ｺ ﾘﾝ

ｸﾁﾅｼ) 

ｽﾘﾗﾝｶ ○ 2 6     

ﾊﾜｲ諸島 × 1 1     

韓国 ×     3 105 

米国 ○ 2 200     

Hylocereus (ﾋﾛｾ

ﾚｳｽ属) 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×     1 100 

ﾄﾞｲﾂ ×   3 4   
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韓国 × 1 5,000 26 111,825 11 75,050 

台湾 ○ 1 20   1 3 

Hylocereus 

polyrhizus( ﾎ ﾟ ﾘ ﾘ

ｽﾞｽ) 

台湾 ○     1 5 

Hylocereus 

undatus(ﾄﾞﾗｺﾞﾝﾌ

ﾙｰﾂ. ﾚｯﾄﾞﾋﾟﾀﾔ) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ×   1 2   

ﾀｲ ○     1 52 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○     1 2 

台湾 ○ 2 20 4 96 3 149 

中国 ○ 9 45,047 17 32,260 11 11,039 

Ipomoea batatas 

var. edulis(ｻﾂﾏｲ

ﾓ (地下部)) 

ｶﾅﾀﾞ × 1 1     

韓国 × 1 4 3 23   

Ipomoea batatas 

var. edulis(ｻﾂﾏｲ

ﾓ) 

ｶﾅﾀﾞ × 1 1     

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×     1 25 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○     1 10 

台湾 ○     2 6 

Lampranthus (ﾏﾂ

ﾊﾞｷﾞｸ属) 
ｵﾗﾝﾀﾞ × 3 408     

Manihot 

esculenta(ｷｬｯｻ

ﾊﾞ(ﾀﾋﾟｵｶﾉｷ)) 

ﾀｲ ○     1 40 

ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ × 1 3     

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 1 7 1 60   

Morus (ｸﾜ属) ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ × 1 198 1 200 1 200 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ ×   1 10   

台湾 ○ 1 1     

中国 ○     1 1 

Morus alba(ﾄｳｸﾞ

ﾜ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×   1 2 1 100 

ﾀｲ ○ 1 6 1 2   

韓国 ×     1 6 

台湾 ○   1 20 1 1 

中国 ○   1 20,000 1 52,000 

Morus nigra(ｸﾛﾐ

ｸﾞﾜ) 
ﾊﾟｷｽﾀﾝ ×   1 200   

Myoporum (ﾊﾏｼﾞ

ﾝﾁｮｳ属) 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ×     1 1 

Psidium 

guajava(ﾊﾞﾝｼﾞﾛｳ

(ｸﾞｱﾊﾞ)) 

ﾀｲ ○   4 19 1 1 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ × 1 1     

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1 5     

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○   3 52 1 4 

ﾐｬﾝﾏｰ ×     1 2 

台湾 ○ 5 65 7 46 2 37 

Solanum (ﾄﾏﾄ属) ｲﾝﾄﾞ ○ 1 3     

ﾊﾝｶﾞﾘｰ ×     2 10 

Solanum 

lycopersicum( ﾄ ﾏ

ﾄ) 

ｲﾀﾘｱ ×   1 14   

韓国 × 107 862,731 114 781,134 107 725,899 

台湾 ○ 2 2,845 4 1,303 2 2,176 

中国 ○ 1 2   2 4 

Solanum 

melongena(ﾅｽ) 

ｲﾀﾘｱ ×   1 7   

ﾀｲ ○     1 10 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○   1 2   

韓国 × 65 1,009,890 66 984,060 62 738,560 

中国 ○ 1 5 1 3 1 2 
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Zingiber 

officinale(ｼｮｳｶ ﾞ 

(地下部)) 

ｿﾛﾓﾝ諸島 × 1 2     

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○   1 11   

ﾐｬﾝﾏｰ ×     14 53 

Zingiber 

officinale(ｼｮｳｶﾞ) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ×   2 11   

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 200 1 600   

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ×     1 1 

ｽﾘﾗﾝｶ ○     1 1 

ﾀｲ ○ 1 2   1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×   1 1   

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○     1 3 

Ziziphus jujuba 

var. inermis(ﾅﾂﾒ) 

韓国 × 1 1     

台湾 ○ 4 75 2 36 3 106 

中国 ○ 2 44 3 36 9 6,516 

Ziziphus jujuba(ｻ

ﾈﾌﾞﾄﾅﾂﾒ) 

ｽﾍﾟｲﾝ × 2 11   4 9 

韓国 ×   1 100 1 300 

台湾 ○   1 50 2 165 

中国 ○ 3 3,400 3 3,500 5 1,630 
 

（２）栽植用球根類 
単位（数量）：個 

※ 検査件数及び数量には輸入禁止品のデータを含む。 

植物名 生産国 

発

生

国 

2016 2017 2018 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Euphorbia (ﾀｶﾄ

ｳﾀﾞｲ属) 
ﾁｪｺ ×     1 30 

Ipomoea 

batatas var. 

edulis(ｻﾂﾏｲﾓ) 

ｶﾅﾀﾞ × 1 1     

ﾍﾟﾙｰ × 1 3     

韓国 × 1 2 1 6 1 30 

台湾 ○ 1 3     

米国 ○   1 2   

Zingiber 

officinale(ｼｮｳｶﾞ) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ×   1 1 1 6 

ﾀｲ ○ 5 433,402 5 456,556 7 564,904 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 3 291,571 3 241,615 3 296,175 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○     2 14 

ﾐｬﾝﾏｰ ×   1 1   

ﾗｵｽ ×   1 1   

台湾 ○ 1 45,100 2 34,990 1 46,090 

中国 ○ 1 54,000 2 186,950 3 247,900 

 

（３）消費用生植物（地下部） 
単位（数量）：kg 

※ 検査件数及び数量には輸入禁止品のデータを含む。 

植物名 生産国 

発

生

国 

2016 2017 2018 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Daucus (ﾆﾝｼﾞ

ﾝ属) 

ｲﾝﾄﾞ ○     1 30 

ｽﾘﾗﾝｶ ○     1 1 

ﾀｲ ○     1 1 

ﾏﾚｰｼｱ ×   1 1   

韓国 × 2 2     
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台湾 ○ 3 48,301     

中国 ○ 8 225,000 15 388,000 14 333,001 

米国 ○   1 1   

Daucus 

carota var. 

sativa(ﾆﾝｼﾞﾝ 

加工) 

ｱﾗﾌﾞ首長国連

邦 
× 1 1 1 1   

ｲﾀﾘｱ × 1 1 1 1   

ｴｼﾞﾌﾟﾄ × 1 1     

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 17 147 16 16 18 18 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 1     

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ ×     1 1 

ｶﾅﾀﾞ × 41 41 24 24 13 13 

ｸﾞｱﾃﾏﾗ ○     1 3 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 1 1     

ｽｲｽ ○     1 1 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ × 1 1     

ﾀｲ ○ 4 4 2 2 8 8 

ﾁﾘ ×   1 1   

ﾃﾞﾝﾏｰｸ × 1 1     

ﾄﾞｲﾂ × 4 4 1 1 4 4 

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ × 1 1     

ﾊﾜｲ諸島 × 6 6 1 1 1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 3 3 3 3 4 4 

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ × 1 1 1 1 2 2 

ﾌﾗﾝｽ × 1 1   3 3 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○   3 3   

ﾍﾞﾙｷﾞｰ ×   1 1   

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ ×   1 1   

ﾏﾚｰｼｱ × 1 1 1 1 2 3 

ﾒｷｼｺ ○ 3 3 10 718 4 4 

英国 ×   8 8 2 2 

韓国 × 8 8 31 32 38 38 

香港 × 1 1 3 3 1 1 

台湾 ○ 4 4 9 9 8 8 

中国 ○ 6 34,752 9 68,405 17 94,006 

日本 × 1 1   1 1 

米国 ○ 825 233,255 564 185,972 579 238,745 

Daucus 

carota var. 

sativa(ﾆﾝｼﾞﾝ) 

ｱﾗﾌﾞ首長国連

邦 
× 3 3 1 1   

ｲｽﾗｴﾙ × 1 1     

ｲﾀﾘｱ × 61 699 37 314 33 304 

ｲﾗﾝ ×   1 1   

ｲﾝﾄﾞ ○ 3 4 4 23 15 227 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 1 1 4 22 1 1 

ｳｸﾗｲﾅ × 2 2 1 1 1 1 

ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ × 2 2 1 1 1 3 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 139 3,014,865 57 589,045 113 1,607,988 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 189 14,970 294 25,065 301 36,500 

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ ×     1 1 

ｶﾀｰﾙ ×   1 1   
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ｶﾅﾀﾞ × 106 106 62 62 62 62 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ × 1 1   1 1 

ｸﾞｱﾃﾏﾗ ○     2 15 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 2 11 3 3 5 5 

ｽｲｽ ○   1 1 1 1 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ × 2 2   3 3 

ｽｰﾀﾞﾝ ×   1 1   

ｽﾍﾟｲﾝ × 2 4   1 1 

ｽﾘﾗﾝｶ ○   2 2   

ﾀｲ ○ 13 107 8 10 17 26 

ﾀｽﾏﾆｱ × 16 334,900 21 365,663 56 1,132,960 

ﾁｪｺ ×   1 1 1 1 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ × 3 3   2 2 

ﾄﾞｲﾂ × 12 12 18 20 7 7 

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ × 81 1,771,836 51 1,373,663 76 2,064,603 

ﾈﾊﾟｰﾙ ×   1 1   

ﾉﾙｳｪｰ × 1 1 1 2 1 1 

ﾊﾜｲ諸島 × 1 1 2 2 2 2 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ ×     1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 5 113 6 6 4 18 

ﾌﾗﾝｽ × 25 190 11 45 2 6 

ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ × 1 1     

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 73 1,844,318 97 2,775,508 141 4,028,017 

ﾍﾟﾙｰ ×   1 1   

ﾍﾞﾙｷﾞｰ × 1 40 1 1 3 3 

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ × 2 2   2 2 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ ○     1 2 

ﾏﾚｰｼｱ × 5 5 7 89 10 10 

ﾐｸﾛﾈｼｱ連邦 ×     1 10 

ﾐｬﾝﾏｰ × 2 2     

ﾒｷｼｺ ○ 5 19,301 36 2,328 49 6,684 

ﾓﾝｺﾞﾙ × 1 1   1 1 

ﾗﾄﾋﾞｱ × 1 1     

ﾘﾄｱﾆｱ ×   1 6   

ﾙｰﾏﾆｱ × 1 1 1 1 1 1 

ﾛｼｱ × 3 3 3 3 5 5 

英国 × 1 1 8 8 3 3 

韓国 × 71 10,202 88 140 120 153 

香港 × 10 11 5 5 11 11 

台湾 ○ 41 704,968 86 1,714,721 209 4,318,909 

中国 ○ 3,129 84,499,225 3,164 80,559,306 3,812 95,779,986 

南ｱﾌﾘｶ ○   4 8 6 12 

日本 × 2 52 5 293 1 100 

不明 ×   1 1   

米国 ○ 286 71,200 248 58,023 221 54,978 

Daucus 

carota(ﾅﾆﾝｼﾞ

ﾝ) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 9 172,820 15 324,000 24 1,261,900 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 41 805 4 125 3 115 

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ ×   2 41 1 20 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○   2 10,040 1 20 
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ﾒｷｼｺ ○   1 1,565   

中国 ○ 1 26,000 3 76,000 16 152,032 

南ｱﾌﾘｶ ○     1 2 

米国 ○     2 24 

Dioscorea 

rotundata(ｼﾛ

ｷﾞﾆｱﾔﾑ) 

ｴﾁｵﾋﾟｱ ×   3 29 5 45 

ｶﾞｰﾅ ×   2 15 40 1,418 

ｶﾒﾙｰﾝ ×     1 6 

ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ ○     2 8 

ｺﾓﾛ ×     1 1 

ﾄﾞｲﾂ ×     1 5 

ﾄｰｺﾞ ×     1 6 

ﾅｲｼﾞｪﾘｱ ○   3 17 52 608 

Ipomoea 

batatas var. 

edulis(ｻﾂﾏｲﾓ 

加工) 

韓国 × 4 4 4 4 1 1 

米国 ○   1 1   

Ipomoea 

batatas var. 

edulis(ｻﾂﾏｲ

ﾓ) 

ｱﾗﾌﾞ首長国連

邦 
×     1 1 

ｲﾝﾄﾞ ○     1 1 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 4 13 1 1 2 2 

ｳｶﾞﾝﾀﾞ × 2 5 1 2 1 2 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 4 10 1 1 4 4 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 1     

ｶﾅﾀﾞ × 2 2 2 2   

ｶﾒﾙｰﾝ ×     1 3 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ×   2 2   

ｽﾘﾗﾝｶ ○   5 10 3 3 

ﾀｲ ○ 3 3 1 2 3 42 

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ × 2 3 2 2 2 2 

ﾈﾊﾟｰﾙ ×   1 2 1 1 

ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆ

ｱ 
×     1 2 

ﾊﾜｲ諸島 ×   2 2   

ﾊﾝｶﾞﾘｰ ×     1 1 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ × 2 3 1 1 1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 15 36 17 25 5 8 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 21 39 21 52 22 49 

ﾍﾟﾙｰ × 7 15 20 41 9 21 

ﾏﾚｰｼｱ × 1 3 3 3   

ﾐｬﾝﾏｰ × 1 1     

ﾒｷｼｺ ○     1 4 

韓国 × 66 246 37 119 35 92 

香港 × 3 3 6 9 4 5 

台湾 ○ 9 13 3 4 1 1 

中国 ○ 129 344 130 325 115 279 

日本 × 1 5 4 1,551 3 251 

米国 ○ 28 40 25 32 21 30 

Manihot 

esculenta(ｷｬ

ﾄﾝｶﾞ ×     1 4 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 2 11     

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 1 2 2 4 2 4 
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ｯｻﾊﾞ(ﾀﾋﾟｵｶﾉ

ｷ) 加工) 

Manihot 

esculenta(ｷｬ

ｯｻﾊﾞ(ﾀﾋﾟｵｶﾉ

ｷ)) 

ｲﾝﾄﾞ ○ 3 7   1 3 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 6 13 8 21 2 2 

ｳｶﾞﾝﾀﾞ × 1 5 2 6   

ｴｸｱﾄﾞﾙ ×     1 218 

ｶﾞｰﾅ × 1 3   2 3 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ ×     1 3 

ｹﾆｱ ○     1 1 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ×   1 12   

ｽﾘﾗﾝｶ ○ 25 60 15 42 10 25 

ﾀｲ ○ 3 9 3 8 3 15 

ﾄﾞﾐﾆｶ国 ○   1 5   

ﾅｲｼﾞｪﾘｱ ○   1 4   

ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ ×     1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 28 96 23 67 16 56 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ○ 2 5 2 5   

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 68 267 66 218 40 112 

ﾍﾟﾙｰ × 2 11 9 14 5 7 

ﾏﾚｰｼｱ ×     1 3 

ﾐｬﾝﾏｰ × 3 5 2 2 1 1 

ﾒｷｼｺ ○ 1 3     

ﾓｰﾘｼｬｽ ×     1 2 

香港 ×   1 1 1 4 

台湾 ○   1 2   

中国 ○ 1 4     

米国 ○ 1 1 1 3 1 2 

Maranta 

arundinacea(ｸ

ｽﾞｳｺﾝ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○   3 7 2 2 

ﾐｬﾝﾏｰ ×   4 5 1 1 

Zingiber 

officinale(ｼｮｳ

ｶﾞ 加工) 

ｲﾝﾄﾞ ○     1 1 

ﾀｲ ○ 1 1 3 3 1 1 

ﾄﾞｲﾂ × 1 1     

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 3 3 9 11 13 14 

ﾐｬﾝﾏｰ ×   1 1   

韓国 ×   2 2 2 2 

香港 ×   1 1   

台湾 ○ 1 1 2 2 1 4 

中国 ○ 4 102 2 61   

米国 ○   1 1   

Zingiber 

officinale(ｼｮｳ

ｶﾞ) 

ｱﾗﾌﾞ首長国連

邦 
×   3 4   

ｲﾝﾄﾞ ○ 31 32 23 23 21 31 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 59 221,101 61 294,773 58 319,326 

ｳｶﾞﾝﾀﾞ × 2 5 1 3   

ｳｸﾗｲﾅ × 1 1     

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 5 7,204 4 4 3 3 

ｵｰｽﾄﾘｱ ×     1 1 

ｶﾞｰﾅ × 3 4 6 8 6 8 
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ｶﾅﾀﾞ ×   1 1 2 2 

ｶﾒﾙｰﾝ × 1 1   1 3 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ × 9 23 15 16 10 11 

ｸﾞｱﾑ × 1 1     

ｹﾆｱ ○   2 3   

ｺﾝｺﾞ民主共和

国 
×     1 1 

ｼﾞｬﾏｲｶ ○   1 1   

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 2 2 4 4 2 2 

ｽﾘﾗﾝｶ ○ 32 32 16 16 21 21 

ﾀｲ ○ 112 815,776 103 680,706 130 611,509 

ﾀﾝｻﾞﾆｱ ×     2 3 

ﾄﾞｲﾂ × 2 2 3 3 3 3 

ﾄﾞﾐﾆｶ共和国 ○     1 1 

ﾄﾙｺ ×     1 1 

ﾅｲｼﾞｪﾘｱ ○ 2 2 2 2 2 4 

ﾈﾊﾟｰﾙ × 3 3 4 843 7 10 

ﾉﾙｳｪｰ ×     1 1 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ × 1 3 1 1 1 2 

ﾊﾜｲ諸島 × 1 1 1 1   

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ × 12 14 8 8 4 5 

ﾌｨｼﾞｰ × 1 1   1 2 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 47 60 58 65 45 56 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ○ 1 1 1 1   

ﾌﾗﾝｽ × 3 3 2 2   

ﾌﾞﾙﾈｲ ×     1 1 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ○ 1,189 1,315 1,340 1,544 959 1,069 

ﾍﾞﾅﾝ ×   1 1   

ﾍﾟﾙｰ × 10 1,587 12 1,202 6 1,333 

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ ×   1 1   

ﾏﾚｰｼｱ × 18 18 17 18 11 11 

ﾐｬﾝﾏｰ × 7 7 12 14 7 9 

ﾒｷｼｺ ○ 2 2   2 2 

ﾗｵｽ × 1 1 1 2 1 1 

ﾘﾄｱﾆｱ × 1 1     

ﾙﾜﾝﾀﾞ ×   1 1   

ﾛｼｱ × 1 1   1 1 

英国 × 1 1 2 2   

韓国 × 21 36 20 24 27 91 

香港 × 9 11 15 23 9 11 

台湾 ○ 72 84 79 106 67 92 

中国 ○ 1,136 20,840,418 1,140 19,201,039 1,354 19,208,551 

日本 × 1 1 4 8   

不明 ×     1 1 

米国 ○ 7 7 6 7 6 6 
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